
令和３年度

第２回 群馬県メンテナンス協議会

日 時：令和３年１０月２５日（月）13：30～

場 所：ＷＥＢ会議 （サテライト会場）

※ 本協議会終了後、跨道橋連絡部会を開催します。

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

１）２０２０年度道路メンテナンス年報について （資料－１）

２）効率的な舗装の管理に向けた舗装点検等について （資料－２）

・意見交換

３）長寿命化修繕計画について

・インフラ長寿命化計画（行動計画）の第２次計画策定について （資料－３）

・道路メンテナンス事業補助制度における長寿命化修繕計画の取扱と

長寿命化修繕計画の記載内容の確認等について （資料－４）

４）道路施設の点検データベースの整備と活用について （資料－５）

５）連絡事項等

・地方公共団体における新技術の活用事例について （資料－６）

・道路管理の新技術・好事例集について （資料－７）

・橋梁補修工事等の削孔作業における当面の品質確保対策について

（資料－８）

・（参考）山口県上関大橋の橋面段差について （資料－９）

４．閉 会
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68,784 38,933(57%) 24,488(36%) 29,851(43%) 24,937(36%) 14,645(21%)
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4,412 3,509(80%) 2,445(55%) 903(20%) 2,481(56%) 1,632(37%)
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61,170 24,458(40%) 9,669(16%) 36,712(60%)
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3,761 2,320(62%) 1,163(31%) 1,441(38%)
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判定Ⅰ
約42,400km
（60 %）

点検済み延長
（約71,500km）

331自治体

地方公共団体管理（約1,222,900km）

舗装済み延長（約1,317,300km）

点検実施973自治体（54%）※１ 点検未実施815自治体（46%）

※ 自治体が点検を実施している道路はB・Cと仮定（Dは除く）
※１ 点検実施自治体数は、H29～R2年度に点検を実施した自治体数

■地方公共団体の舗装点検状況（R2年度末時点）

[ 車線延長ベース ]
全道路延長（約1,535,100km）

判定Ⅲ
約8,900km
（12%）

着手済
約1,400km
【15%】

（未舗装）

（高速、直轄）

（独自の方法で点検を実施した自治体）

地方公共団体管理の道路区分B・C（約473,500km）

（生活道路等（道路区分D））

判定Ⅱ
約20,200km
（28%）

別紙－２
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分類 管理基準 点検頻度 道路延長 車線延長
道路メンテナンス
年報の対象

重要物流道路
との関係

特性
主な道路
（イメージ）

健全性の診断

・高速道路 等
（高速走行など求められる
サービスの水準が高い道路）

Ａ

高
速
道
路

ひび割れ率
 　：１５～２０％
わだち掘れ量
 　：２０～２５mm
ＩＲＩ ：３．５mm/m

５年に1回以上を
道路管理者が適
切に設置

区
分
A
・
B
の
診
断
区
分

Ⅰ（健全）：
損傷レベルが小

・損傷の進行が早い道路 等
（例えば大型車交通量が多い道路）
　車線あたり大型車交通量

重要物流道路または

　　 大型車1,000台・方向以上/日（目安）

Ｂ

ひび割れ率
 　：２０～４０％
わだち掘れ量
 　：２０～４０mm
ＩＲＩ ：８mm/m

（修繕段階）：
損傷レベルが大

・損傷の進行が緩やかな道路 等
（例えば大型車交通量が少ない道
路）

Ｃ

計：約213,500km
　（補助国道：約25,700km）
　（県道：約110,600km）
　（政令市の一般市道：約19,200km）
　（市町村道：約58,000km）

・生活道路 等
（損傷の進行が極めて遅く占
用工事等の影響がなければ
長寿命）

　　　　幅員5.5m未満の道路

Ｄ

補
助
国
道
・
県
道

Ⅲ-1表層等修繕
（路盤以下の層が健全）

Ⅲ-2路盤打換等
（路盤以下の層も損傷）

・更新時期や地
域特性等に応じ
て道路管理者が
適切に点検計画
を作成する

区
分
C
・
D
の
診
断
区
分

Ⅰ（健全）：
損傷レベルが小

直
轄
国
道

政
令
市
一
般
市
道 Ⅱ（表層機能保持段階）：

損傷レベルが中

市
町
村
道

計：約749,500km
　（政令市の一般市道：約61,000km）
　（市町村道:約688,500km）

計：約37,500km
　（直轄国道：約21,500km）
　（補助国道：約  4,800km）
　（県道：約8,500km）
　（政令市の一般市道：約2,700km）

計：約11,400km
　（高速会社道路：約9,000km）
　（直轄管理自専道：約2,400km）

計：約39,300km
　（高速会社道路：約33,600km）
　（直轄管理自専道：約5,700km）

※車線延長
（交通センサスより算出）

Ⅱ（表層機能保持段階）：
損傷レベルが中

計：約102,400km
　（直轄国道：約55,100km）
　（補助国道：約 12,900km）
　（県道：約24,000km）
　（政令市の一般市道：約10,400km）

※車線延長
（交通センサスより算出）

合計 計：約1,009,200km

Ⅲ（修繕段階）：
損傷レベルが大

計：約426,200km
　（補助国道：約 51,100km）
　（県道：約220,700km）
　（政令市の一般市道：約38,400km）
　（市町村道：約116,000km）

※車線延長
（道路統計年報から交通センサスを
差し引いて算出）

計：約1,317,300km

計：約749,400km
　（政令市の一般市道：約60,900km）
　（市町村道：約688,500km）

※車線延長
（道路統計年報より算出）
※未舗装道を除く

重
要
物
流
道
路

補
完
路

自治体毎の計画

的管理の有無を

表記

箇所別の進捗

を表記

今後の舗装の管理について（案）

※速報値

※コンクリート舗装の健全性の診断は、分類Ａ～Ｄで診断区分がⅠ～Ⅲで分類

○ 重要物流道路などの幹線道路において、直轄管理、地方管理を問わず、路盤損傷に伴う表層修繕の繰り返しにより生じる
コスト（ライフサイクルコスト、工事規制等による社会的影響等）を最小限にするため、早期の予防保全への移行を目指す
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道路メンテナンス年報（2021年8月）における舗装の点検実施状況（都道府県・政令市）

都道府県名 国の判定区分に準じて点検 地整名 政令市名 国の判定区分に準じて点検 地整名

北海道 北海道 札幌市 ○ 北海道

青森県 ○ 仙台市 ○ 東北

岩手県 ○ さいたま市

宮城県 ○ 千葉市 ○

秋田県 川崎市 ○

山形県 ○ 横浜市 ○

福島県 相模原市 ○

茨城県 ○ 新潟市 北陸

栃木県 ○ 浜松市

群馬県 ○ 静岡市

埼玉県 ○ 名古屋市

千葉県 京都市 ○

東京都 ○ 大阪市

神奈川県 堺市

山梨県 ○ 神戸市

長野県 ○ 岡山市

新潟県 ○ 広島市 ○

富山県 北九州市 ○

石川県 ○ 福岡市 ○

岐阜県 ○ 熊本市 ○

静岡県

愛知県 ○

三重県

福井県 ○

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県 ○

島根県 ○

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県 ○

高知県

福岡県 ○

佐賀県 ○

長崎県 ○

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県 ○ 沖縄

関東

中部

近畿

中国

九州

四国

九州

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国
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＜舗装の構成図＞

公共施設等適正
管理推進事業債

社会資本整備
総合交付金

※表層の補修については、公適債で実施
するよう要望聴取時の事務連絡で通知

※

地方管理道路の老朽化対策（舗装修繕）

＜修繕事業の財政措置＞

参考－１
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【確認フロー等】道路メンテナンス事業補助制度における長寿命化修繕計画の取扱いについて

計画の確認フロー

地整名
都道
府県

市区
町村

橋梁
数

15m以上、
2m以上で
の策定

策定
年月

前回・次回
策定年月

公表の
有無

公表
URL

内容確認依頼の対
象となる計画策定年
月（予定含む）

確認日

●●地
整

●●
県

●●
市

●● ○、×
●●年、
●月

令和●年
●月

○、×
http://・・
・

●●年、●月
令和●年
●月●日

構造物の諸元

直近における
点検結果
及び次回点検
年度

対策内容

対策の着
手・

完了予定年
度

対策に係る
全体概算事
業費

橋梁名、路線名、架設年
橋長、幅員、種類所在地

※全項目必須ではなく、施設名称とあわせ諸元（架
設年、延長など）の記載があれば補助要件に合致

点検結果（年
度、判定区分）
点検の時期

補修内容
（主な措置
内容）

修繕の時期
補修費用
補修費用
（未公表）

○、× ○、× ○、× ○、× ○、×

老朽化対策
における
基本方針

新技術等の
活用方針

集約化・撤去等に
関する記載 費用の縮減に関する

具体的な方針

○、× ○、× ○、× ○、×

必須項目関係

優先支援関係

交付申請者
（都道府県・政令市・市区町村）

道路管理課
地域道路課

本省

①確認様式の記入・提出
②長寿命化修繕計画の提出
③確認依頼書の提出 様式等の確認・集約

道路メンテナンス会議事務局
（国道事務所、都道府県）

④確認書の提出 ①確認様式の提出・報告

（１）計画全体の方針

①長寿命化修繕計画策定状況調査票（確認様式）
・地方公共団体が記入し、確認者へ提出
・必須項目や短期的な数値目標及びそのコスト縮減効果が記載されているか（「○」の項目が計画に記載されているか）を確認
・同一の自治体で複数の計画を策定している場合は、計画ごとに記載 ・「確認日」に確認書を通知した日付を記載

（２）個別の構造物ごとの事項（一覧表形式等で整理）

１

２ ３ ４

様式について

長寿命化修繕計画の策定・更新 様式等の確認・集約
様式等の確認・集約

①確認様式の提出・報告

計画の基本情報・策定状況

（３）その他

②長寿命化修繕計画
「①長寿命化修繕計画策定状況調査票」の確認ため、
各地方公共団体が策定した長寿命化修繕計画を提出

③確認依頼書
長寿命化修繕計画の記載
内容確認のための依頼書

④確認書
提出された長寿命化修繕計画の記
載内容に対する確認内容の通知

必須項目
（補助要件項目）

確認様式に
記載の項目

様式記載内容（橋梁の場合）

短期的な数値目標の及びそのコスト縮減効果の記載状況

集約化・
撤去
に関する
目標

新技術
等の
活用に
関する
目標

費用縮減
に関する
目標

費用縮減
に関する記載

※左記の目標を達
成することによるコ
スト縮減効果が記
載されている場合〇

費用縮減
に関する記載

※左記の目標を達
成することによるコ
スト縮減効果が記
載されている場合〇

○、× ○、× ○、× ○、× ○、×

以下の１～４に沿って提出・報告
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【確認フロー等】道路メンテナンス事業補助制度における長寿命化修繕計画の取扱いについて

【参考】「道路メンテナンス事業補助制度」における補助要件（長寿命化修繕計画の策定）

１ 地方公共団体は、点検を実施し、その結果を踏まえた概ね５年の長寿命化修繕計画を構造物毎に策定するものとする。また、新たな点
検結果を得た場合は、計画の見直しを行い、長寿命化修繕計画の更新を行うものとする。

２ 長寿命化修繕計画には、次に掲げる方針及び事項を定めるものとする。
（１）計画全体の方針
・老朽化対策における基本方針 ・新技術等の活用方針 ・費用の縮減に関する具体的な方針

（２）個別の構造物ごとの事項（一覧表形式等で整理）
・構造物の諸元 ・直近における点検結果及び次回点検年度 ・対策内容 ・対策の着手 ・完了予定年度 ・対策に係る全体概算事業費

３ ２（１）の「費用の縮減に関する具体的な方針」において、橋梁や横断歩道橋については集約化・撤去等を含め検討し記載するものとする。

以下を参考に方針を定める

（１）計画全体の方針

１）老朽化対策における基本方針

長寿命化修繕計画の目的や対象施設、計画期間、個別施設の老朽化の状況（管理施設
数、健全性の判定区分の割合、修繕等措置の着手状況等）、対策の優先順位の考え方
や目標など、今後の計画的な老朽化対策を実施する上で必要となる情報や考え方を整
理し、計画期間における老朽化対策の基本的な方針を定めた内容

２）新技術等の活用方針

定期点検の効率化や高度化、修繕等の措置の省力化や費用縮減などを図るための新
技術等の活用に関する考え方や取り組み、目標などを定めた内容

３）費用の縮減に関する具体的な方針

今後の老朽化対策に必要となる費用の縮減を図るための考え方や取り組み、目標など
を定めた内容

橋梁や横断歩道橋については、社会経済情勢や施設の利用状況等の変化に応じた適
正な配置のための集約化・撤去、機能縮小などによる費用の縮減に関する方針を定めた
内容

※令和４年度中に下記２（１）計画全体の方針、（２）個別構造物ごとの事項（計８項目）が記載された長寿命化修繕計画を
策定することが補助の要件（要綱附則３）

道路メンテナンス事業補助制度要綱第５ 長寿命化修繕計画の策定

（２）個別の構造物ごとの事項（一覧表形式等で整理）

１）構造物の諸元

施設名称、架設年度、延長など

２）直近における点検結果及び次回点検時期

直近に実施した定期点検の実施年度、判定区分、次回定期点検の実施予定年度など

３）対策内容

修繕、更新、集約化・撤去、監視などの対策のうちいずれかの主な措置の内容など

４）対策の着手・完了予定年度

３）で記載した措置に着手する予定年度及び措置が完了する予定年度など

５）対策に係る全体概算事業費

３）で記載した措置の内容に要する概算費用など

※令和３年３月31日付け事務連絡「道路メンテナンス事業補助制度要綱の改正について」
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

道路施設の点検データベースの整備と新技術活用

1

資料－５　　



xROAD（道路データプラットフォーム）の構成

○各種データの利活 を促進するため、DRM-DBや道路基盤地図情報、MMS等を基盤とし、構造
物等の諸元データや交通量等のリアルタイムデータを紐付けた3次元プラットフォームを構築。

○このプラットフォームを、道路施策検討や現場管理等に活 するとともに、APIを公開し、一部データ
を 間開放することによりオープンイノベーションを促進。

xROADの構成（将来イメージ） 活用イメージ

基
盤
デ
ー
タ

(

道
路
局
ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
ト
リ)

国 地理院地図
DRM-DB ※ネットワークデータ（約100万km）
道路基盤地図情報 ※直轄のみ、整備率約3割
MMS、LP ※直轄のみ、MMS 取得中、LP 取得率100%

構
造
物
デ
ー
タ

(

橋
、
ト
ン
ネ
ル
等)

リ
ア
ル
タ
イ
ム

デ
ー
タ

ETC2.0 CCTV
カメラ

巡回 載
カメラ

工事規制
情報

諸元 点検結果 BIM/CIM
データ ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発

民
間
開
放

○ 通れるマップ
○ ヒヤリハット
○ 特 システム
○ 占用システム
○ 構造物管理
○ 維持・修繕
○ ・・・

○ TDM促進
○ ・・・

※ APIの構築や、データの管理・更新・配信 法について検討が必要

API API API API

API API API

リクエスト

データ

 間
データ

必要なデータ
を組み合わせ
て活用

※API ： Application Programming Interface

→ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの促進

→道路 政の効率化

占用物件

API

API

リクエスト

データ

リクエスト

データ

1

ク ロ ス ロ ー ド
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道路施設の点検データベースの整備と新技術活用について

課題
背景

○ 道路施設の定期点検については、2巡目に入り、道路管理者ごとに様々な仕様で膨大な点検・診

断のデータが蓄積されている

○ デジタル化やAI技術の進展を踏まえ、データを活用した新技術により効率的な道路の維持管理の

実現可能性があるが、データを活用できる環境が整備されていない

対応
方針

○ 蓄積されている道路施設の点検・診断データを、道路施設ごとにデータベース（ＤＢ）化してAPIによ
り共有することにより、一元的に処理・解析が可能な環境を構築

○ データベースについては可能な限り公開し、各研究機関や民間企業等によるAI技術などを活用し
た技術開発を促進することにより、維持管理の更なる効率化を図る

基礎ＤＢ

橋梁
ＤＢ

トンネル
ＤＢ

附属物
ＤＢ

舗装
ＤＢ

土工
ＤＢ

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

基礎データ
諸元、判定区分、
措置着手状況等を
想定

詳細データ
部材毎の点検結
果、修繕履歴等

ＤＢを活用して効率的な維持管理を実現

点検データベース（イメージ）

2
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点検～修繕計画作成までの施設データベースの活用（案）

点検業者 診断業者 道路管理者 国交省

現地点検
（タブレットに入力）

点
検
調
書

確認・
判定

診断案作成

年報公表
予算配賦

点
検
調
書

点
検
結
果

診
断
案

点
検
調
書

・
診
断
案

診
断
結
果

判
定
結
果
・
修
繕
計
画
を
入
手

修繕計画作成

類
似
損
傷
・

修
繕
実
績
情
報

修
繕
計
画

予算

劣
化
予
測
・

修
繕
費
用
推
計

委託

委託

高速会社
ＤＢ

○○県
ＤＢ

○○市
ＤＢ

施設毎のデータベース

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

例)現地で過去の点検データや
類似損傷を検索できるシステム

新技術活用によるアプリケーションの導入

例)画像AIによる診断結果を
支援するシステム

例)劣化を予測して修繕費用
を推計するシステム

重複入力を排除

○データベースを活用し、アプリやＡＩ技術の開発等、維持管理の効率化・高度化に資する技術開発を促進

3
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〇〇橋(橋梁ＩＤ：00000)

◯変状や補修補強部の画像を入力 ⇒ 画像認識AIが過去のDBから点検データの類似画像を出力

◯技術者は、出力された写真から、DBを使って点検調書や補修履歴を逆引きが可能

⇒ 例：修繕後の再劣化事例の検索と反映や、ある変状の５年後や５年前の姿の確認から診断の参考へ

直轄定期点検

確認した

い変状の

画像

AIによりDBから
類似画像を出力

画像認識ＡＩによる直轄管理橋のデータベース活用事例

過去の類似事例の調書等を参考にすることが可能

抽出された点検

結果の画像

画像認識AI点検した結果、確認したい

変状の写真

入力

橋梁DB

DBから類似事例の点
検・補修履歴を出力

抽出された点検結果
から事例を選択

4
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舗装データを活用し業務を効率化した事例（NEXCO東日本）

5

○ 路面性状調査結果、舗装履歴等のデータから劣化予測を加味して、要補修箇所を自動抽出
○ 更に、煩雑な発注図書の作成作業も支援する機能により、生産性を飛躍的に向上

事業費調整
数量計算書作成支援

発注図面作成支援

■従来 ■舗装工事発注支援システム

出典：NEXCO東日本資料

＜劣化予測値活用＞

[路面損傷箇所情報等閲覧機能＆補修箇所選定支援イメージ]

シ
ス
テ
ム
よ
り
自
動
集
約
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